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四
国
の
南
に
位
置
す
る
南
海
ト

ラ
フ
で
、
今
後
、
30
年
以
内
に
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
～
９
の
巨
大
地

震
が
、
約
70
％
程
度
の
確
率
で
発

生
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
地
震
に

対
す
る
備
え
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た

場
合
に
、
老
朽
化
し
た
木
造
住
宅

は
倒
壊
し
や
す
く
、
倒
壊
し
た
家

屋
に
取
り
残
さ
れ
る
と
、
津
波
や

火
災
な
ど
の
二
次
災
害
か
ら
安
全

な
と
こ
ろ
へ
逃
げ
る
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
。

　

徳
島
市
の
住
宅
の
耐
震
化
率
は

約
80
％
で
、
人
が
居
住
す
る
住
宅

約
11
万
戸
の
う
ち
、
耐
震
性
が
あ

る
住
宅
は
約
８
・
６
万
戸
（
平
成

20
年
推
計
）
で
す
。
今
後
、
倒
壊

な
ど
の
恐
れ
の
あ
る
住
宅
全
て
の

耐
震
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

平
成
32
年
度
末
ま
で
に
耐
震
化
率

95
％
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
地
震
に
よ
っ
て
起
き

る
住
宅
の
倒
壊
を
防
ぎ
、
耐
震
化

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
自
分

の
住
ま
い
が
ど
れ
だ
け
地
震
に
耐

え
ら
れ
る
か
を
知
っ
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

平
成
12
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
住
宅
に
住
ん
で
い

る
人
は
、
無
料
で
受
け
ら
れ
る
耐

震
診
断
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

［
対
象
と
な
る
住
宅
］
市
内
に
あ

り
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
木

造
住
宅

▽
平
成
12
年
５
月
31
日
ま
で
に
着

工
さ
れ
た
住
宅

▽
在
来
軸
組
構
法
、
伝
統
構
法
や

枠
組
壁
工
法
（
た
だ
し
、
木
質
プ

レ
パ
ブ
工
法
や
丸
太
組
工
法
は
除

く
）
で
建
て
ら
れ
た
住
宅

▽
地
上
３
階
建
て
ま
で
の
住
宅

（
併
用
住
宅
、
長
屋
、
共
同
住
宅
、

借
家
も
含
む
）

▽
現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅
か
移

住
予
定
の
住
宅

▽
住
宅
の
所
有
者
に
市
税
の
滞
納

が
な
い

［
募
集
戸
数
］５
５
０
戸
（
先
着
）

　

徳
島
市
で
は
、
本
年
度
か
ら
地

震
発
生
時
に
国
道
11
号
、
55
号
、

１
９
２
号
の
通
行
を
確
保
す
る
た

め
に
、
道
路
に
面
す
る
建
物
の
耐

震
診
断
費
用
を
一
部
補
助
し
ま
す
。

［
対
象
と
な
る
建
物
］「
道
路
幅
が

12
㍍
を
超
え
る
場
合
は
、
道
路
幅

の
２
分
の
１
の
高
さ
を
超
え
る
建

物
」
ま
た
は
「
道
路
幅
が
12
㍍
以

下
の
場
合
は
、
６
㍍
の
高
さ
を
超

え
る
建
物
」。
た
だ
し
、
次
の
要

件
を
全
て
満
た
す
こ
と
が
必
要
で

す
。

▽
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
建
物

▽
平
成
28
年
２
月
19
日
㈮
ま
で
に

耐
震
診
断
が
完
了
す
る

▽
建
物
の
所
有
者
に
市
税
の
滞
納

が
な
い

▽
建
築
基
準
法
の
違
反
が
な
い

［
補
助
金
額
］耐
震
診
断
費
用
の
６

分
の
５

　

な
お
、
耐
震
診
断
費
用
の
６
分

の
１
は
、国
か
ら
所
有
者
に
直
接
、

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

　

こ
の
ほ
か
、
耐
震
診
断
を
受
け

て
耐
震
改
修
な
ど
を
行
う
場
合
に

は
、
改
修
費
用
な
ど
の
一
部
を
補

助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
（
右
枠

参
照
）。

　

こ
れ
ら
の
制
度
を
活
用
し
て
、

大
規
模
な
地
震
に
備
え
、
大
切
な

命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

各
事
業
の
条
件
や
申
し
込
み
方

法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
近
い
将
来
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大
規
模
な
地
震
に
備
え
、
徳
島
市
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
住
宅
の
耐
震
性
の
向
上
を
目
指
し
て
耐
震
診
断
や
耐
震

改
修
支
援
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
耐
震
改
修
支
援
事
業
の
上
乗
せ
補
助
や
除
却
住
替

え
支
援
事
業
な
ど
を
新
た
に
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
住
宅
の
耐
震
診

断
を
受
け
ま
し
ょ
う

　本市では、木造住宅の耐震改修に対して補助金
を交付しています。
◆耐震改修支援事業
　耐震診断後、地震に対する強さが不足している
場合に必要な箇所を補強するなどの耐震改修の費
用を一部補助します。本年度は、補助金額を上乗
せしています。
［対象となる工事］次の要件を全て満たす工事
▷市の木造住宅耐震診断を受け、倒壊する可能性
が高いと診断された住宅で、耐震性が一応倒壊し
ないとなる工事▷高さ1.5㍍以上の家具の固定▷
平成28年２月19日㈮までに改修工事が完了する
――など
［補助金額］耐震改修工事費の３分の２以内の額
（最大60万円）※上乗せ補助として、耐震改修工
事費の３分の２の額から上記の確定額を控除した
額（最大20万円）
［募集戸数］45戸（先着）
◆住まいの安全・安心なリフォーム支援事業
　耐震診断後、部分的な耐震補強を行いたい人に
改修工事費の一部を補助します。
［対象となる工事］「市の木造住宅耐震診断を受け、
倒壊する可能性がある、または倒壊する可能性が
高いと診断された住宅で行う耐震性を向上させる

工事」または
「耐震シェル
ター（右写真）、
耐震ベッドを
設 置 す る 工
事」。ただし、
次の要件を全
て満たすこと
が必要です。
▷高さ1.5㍍以上の家具の固定▷平成28年２月
19日㈮までに改修工事を完了する▷住宅の所有
者に市税の滞納がない▷建築基準法の違反がない
［補助金額］工事費用（20万円以上）の３分の２（最
大60万円）
［募集戸数］55戸（先着）
◆除却住替え支援事業
　居住している木造住宅の改修をしないで、建て
替えや他所への住み替えを考えている人に住宅を
取り壊す「除却」費用を一部補助します。
［対象］次の要件を全て満たすもの
▷昭和56年５月31日以前に着工された住宅▷現
在居住している住宅（空き家でない）▷住宅の全
てを除却する工事▷平成28年２月19日㈮までに
除却工事を完了する――など
［補助金額］除却工事費の５分の２（最大30万円）
［募集戸数］100戸（先着）
各事業の申し込み方法など詳しくは、お問い合わ
せください。
［問い合わせ先］建築指導課（(621－5272）

木
造
住
宅
以
外
の
耐
震

診
断
も
支
援

256,315人
121,478人
134,837人
116,371世帯
191.25㎢

人口
男
女

世帯数
面積

平成27年4月1日現在（前月比）

（−596）
（−389）
（−207）
（＋28）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

［
問
い
合
わ
せ
先
］建
築
指
導
課

(
（
６
２
１
）
５
２
７
２

（
６
２
１
）
５
２
７
３

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

住
宅
な
ど
の
耐
震
化
を
支
援
し
ま
す

▲地震で倒壊した木造住宅

耐震改修の費用を
一部補助します
耐震改修の費用を
一部補助します
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平和について見つめ
直してみましょう

　

徳
島
市
で
は
、
新
た
な
需
要
や
雇

用
の
創
出
な
ど
を
促
し
、
経
済
を
活

性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
創
業

予
定
者
な
ど
を
資
金
面
で
支
援
す
る

「
徳
島
市
創
業
促
進
事
業
補
助
金
」

（
左
表
参
照
）
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

同
補
助
金
で
は
、
創
業
や
第
二
創

業
に
係
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る

ほ
か
、
創
業
後
間
も
な
い
事
業
者
に

事
業
の
継
続
的
発
展
、
経
営
の
安
定

化
を
図
る
た
め
の
設
備
投
資
、
販
路

開
拓
に
係
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し

　１日の大半を家庭で保育している保護者と子どもを対象に、
週に１回程度、下表の保育所などで「わんぱく教室」を実施し
ています。子どもは、集団保育を体験し、保護者は保護者同士、
保育士と育児の話や相談をすることで、育児不安の解消になり
ます。ぜひご利用ください。
［対象］市内に在住し、就学前の子どもを家庭で保育している家
庭（子どもだけの参加は不可）
［参加費］無料（飲食物は各自で用意してください）
［申し込み方法］直接希望の保育所へ

　５月３日は憲法記念日です。
　日本国憲法は、恒久平和・基本的人権
の尊重・国民主権を基本理念とし、昭和
22年に施行された平和憲法です。
　この基本理念に基づき、昭和60年６
月に市議会で決議された ｢徳島市非核平
和都市宣言｣ も平和主義の理念から市民
の暮らしを守ろうとするものです。
　私たちはこれからもこの平和なまち
で、この自由で安全な暮らしを守らなけ
ればなりません。
　憲法記念日を迎えるにあたり、改めて
平和について市民一人一人で考えてみた
いものです。
［問い合わせ先］総務課（(621－5017

654 ー 2116）

わんぱく教室をご利用ください

ま
す
。

　

各
補
助
金
の
条
件
や
申
し
込
み
方

法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

  

徳
島
市
で
は
、

病
気
中
や
病
気
回

復
中
の
子
ど
も
を

一
時
的
に
預
か
る

「
病
児
・
病
後
児

保
育
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。 

　

病
児
・
病
後
児

保
育
事
業
は
、
本

市
と
、
小
松
島

市
・
勝
浦
町
・
佐

那
河
内
村
・
石
井

町
・
神
山
町
・
松

茂
町
・
北
島
町
・

藍
住
町
・
板
野

町
・
上
板
町
の
11

市
町
村
間
で
広
域

利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

実
施
施
設
は
、
市
内
５
カ
所
、
小

松
島
市
、
石
井
町
、
北
島
町
、
藍
住

町
に
各
１
カ
所
の
計
９
カ
所
で
す

（
右
下
表
参
照
）。

　

仕
事
を
休
め
な
い
と
き
、
子
ど
も

の
急
な
発
熱
な
ど
で
困
っ
た
と
き
な

ど
に
「
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

［
利
用
対
象
］お
お
む
ね
10
歳
未
満
の

子
ど
も 

［
対
象
と
な
る
病
気
］か
ぜ
、
消
化
不

良
症
な
ど
子
ど
も
が
日
常
か
か
る
疾

患
や
、
は
し
か
、
水
ぼ
う
そ
う
、
風

し
ん
な
ど
の
感
染
性
疾
患
、
ぜ
ん
そ

く
な
ど
の
慢
性
疾
患
、
骨
折
な
ど
の

緊急通報装置の貸し出
しをご利用ください

　電話回線を使って病気や事故などの緊
急事態の発生を協力者に通報する装置を
貸し出します。
　申請時には協力者が２人必要です。貸
し出し台数に限りがあります。
［対象］本市に住民登録している一人暮ら
しで▷65歳以上の人（高齢者）▷総合
等級１･ ２級の身体障害者手帳を持ち、
所得税が課税されていない人（重度身体
障害者）
［費用］装置と設置工事代は無料。修理代
や電話料金などは本人負担
［申し込み方法］５月29日㈮までに▷高齢
者＝介護・ながいき課（(621－5176
624－0961）▷重度身体障害者＝障害福
祉課（(621－5177　 621－5300）へ

外
傷
性
疾

患
な
ど
で
、

当
面
の
症

状
の
急
変

は
認
め
ら

れ
な
い
が
、

「
病
気
の

回
復
期
に

至
っ
て
い
な
い
」
ま
た
は
「
回
復
期

で
あ
っ
て
も
集
団
保
育
は
困
難
で
あ

る
」
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

［
利
用
料
金
］日
額
１
８
０
０
円
（
生

活
保
護
世
帯
や
市
町
村
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
世
帯
は
無
料
、
所
得

税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
は

９
０
０
円
） 

［
申
し
込
み
方
法
］直
接
、
希
望
の
実

施
施
設
へ
空
き
状
況
な
ど
を
確
認
の

上
、
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
利
用
の
際
に
は
、
事
前
に
か
か

り
つ
け
医
な
ど
に
よ
る
「
病
児
・
病

後
児
保
育
の
可
能
確
認
」
が
さ
れ
た

利
用
申
請
書
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

保育園（所）名 開催曜日（毎週）／時間 所在地 電話番号
阿波国慈恵院保育園 木／ 9：30〜11：30 福島一丁目6-62 622-8587
さくら保育園 木／ 9：30〜11：00 住吉二丁目7-44 625-7524
四国大学附属乳児保育所 水／ 9：30〜11：00 伊賀町1丁目6-9 622-3433
もとしろ保育園 木／10：00〜11：30 福島一丁目6-24 654-2967
島田保育園 木／10：00〜11：30 中島田町3丁目18 632-0654
くるみ保育園 火／10：00〜11：30 川内町大松68-1 665-3561
なかよし保育園 火／ 9：30〜11：00 中吉野町2丁目1 654-5656
川内南アコール保育園 木／ 9：45〜11：00 川内町下別宮西38-2 665-1510
すぎの子保育園 火／10：00〜12：00 中前川町4丁目11 625-5100
わかば認定こども園 木／ 9：30〜11：00 金沢一丁目4-8 624-7546
大原保育園 火／ 9：40〜11：00 大原町中須51-1 663-2435
あゆみ保育園 火／10：00〜12：00 大原町中須63-6 663-0360
育英保育園 木／10：00〜11：30 中昭和町4丁目80 626-3232
青嵐保育園 木／10：00〜11：30 北田宮二丁目2-58 632-2333
川内わかば保育園 水／10：00〜11：15 川内町鶴島4-1 665-7768
四国大学附属保育所 木／10：00〜11：30 寺島本町西2丁目35-9 602-4860
めだか保育園 金／10：00〜11：30 北沖洲三丁目8-72 664-4888
沖浜シーズ保育園 火／10：00〜11：30 沖浜町北川726-3 653-5577
四国大学附属西富田保育所 木／ 9：30〜11：00 伊賀町1丁目6-10 653-8341
とくしま健祥会保育園 水／10：00〜11：30 八万町新貝93-1 679-8010

施設名 所在地・電話番号 受け入れ
可能人数 利用できる日時

徳島市

藤岡クリニック 昭和町8丁目66
(622-0012

各6人

〈月曜日〜金曜日〉
8：30〜18：00

〈土曜日〉
8：30〜17：00（ひな
たクリニックは土曜日
14：00まで）
※ 日 曜､ 祝 日､ 8月12
日〜15日､ 12月29日
〜1月3日は除く

田山チャイルド
クリニック

北矢三町三丁目3-41
(633-2055

愛育小児科 国府町桜間字登々路8-1
(612-7795

えもとこどもク
リニック

北沖洲三丁目1-24
(664-8580

ひなたクリニッ
ク

応神町古川字戎子野81番4
(678-5461

小松島市 徳島赤十字乳児
院

小松島市中田町字新開
2-2
(0885-32-0555

3人
〈月曜日〜土曜日〉
7：30〜18：30
※日曜､ 祝日､ 12月29
日〜 1月3日は除く

石井町 伊勢内科小児科 石井町石井字石井726-7
(088-675-0535 6人

〈月曜日〜土曜日〉
8：30〜18：00
※日曜､ 祝日､ 年末年
始は除く

北島町 北島こどもクリ
ニック

板野郡北島町中村字東堤ノ内19-1
(088-697-2281

（8：00〜9：00）
(088-697-2221

（9：00 〜）

6人

〈月曜日〜金曜日〉
8：30〜18：00

〈土曜日〉8：30〜17：00
※日曜､ 祝日､ 12月29
日〜1月3日は除く

藍住町 富本小児科内科
板野郡藍住町東中富字東
傍示11-4
(088-678-2111

4人

〈月曜日〜金曜日〉
8：30 〜18：00

〈土曜日〉8：30〜12：30
（前日予約のみ）
※日曜､ 祝日､ 休診日
は除く

徳島市創業促進事業の各種補助金
区分 創業予定者 若年ＵＩＪターン者 高度技術習得者 創業後間もない事業者

対象

次の要件を全て満たす人
①平成27年４月15日〜平成28年３月31
日に本市で新たに創業（個人開業や会社、
特定非営利活動法人を設立）する人。また
は、第二創業（個人事業主や会社、特定非
営利活動法人であって、平成26年10月16
日〜平成27年10月14日の間に事業継承
し、平成27年４月15日〜平成28年３月31
日に既存事業以外の新事業を開始）する人
②個人事業主の場合は、本市で居住し、事
業を興す人。法人の場合は、本市に本店ま
たは主たる事業所を設置し、事業を興す人
③大企業（みなし大企業を含む）でない
④市税を滞納していない人――など

左記要件①〜④に加えて、
次の要件を満たす人
▷補助金の申請日に、本
市の住民基本台帳に登録
されていない人または１
年以内に県外から本市に
転入し住民登録した人
▷新規学卒者でない20歳
〜 44歳の人

左記要件①〜④に加え
て、次の要件を満たす人
▷県外・海外で高度な技
術を習得するための修行
経験を有する人または全
国大会・国際大会での受
賞歴がある人
▷後進者の技術向上の指
導や市民への情報発信な
ど、本市産業の発展に協
力できる人

左記要件③・④に加えて、
次の要件を全て満たす人
▷本市で創業（第二創業
を含む）後、１〜３年以
内の中小企業者または特
定非営利活動法人の代表
者
▷個人事業主の場合は、
本市で居住し、創業（第
二創業を含む）している
人。法人の場合は、本市
で創業（第二創業を含む）
し、本店または主たる事
業所を設置している人

対象
事業

▷地域のニーズに応え、新商品や新サービスを提供するなど、地域に新たな需要を創出する事業
▷市域外の需要獲得を目指す事業

補助対
象経費

Ⓐ創業に必要な官公庁への申請書類作成
などに係る経費
Ⓑマーケティング調査費（自社で行うマー
ケティング調査に係る費用）
Ⓒ広報費（自社で行う広報に係る費用）

左記経費Ⓐ〜Ⓒに加えて、
店舗などの借入費

設備費
販売促進費

補助
金額 補助対象経費の３分の２（上限20万円） 補助対象経費の３分の２（上限100万円） 補助対象経費の３分の２

（上限100万円）
申込
期間 ７月31日㈮まで ５月29日㈮まで

［問い合わせ先］子ども施設課（(621－5193　 621－5036）
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病児・病後児保育事業を
ご利用ください
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募　集

応急手当の実技講習会
５月17日㈰13：00～16：00
東消防署（新蔵町１） 人工

呼吸法、胸
骨圧迫、Ａ
ＥＤ（自動
体 外 式 除
細動器）の
取り扱いなど

東消防署（(656-1195）、
西消防署（(631-0119）

今日から始めるスロー
ジョギング教室

５月20日㈬10：00～11：30
ふれあい健康館１階ホール
歩く速度でゆっくり走るス

ロージョギングは、ウオーキ
ングよりも脂肪燃焼効果の高
い有酸素運動です。健康運動
指導士と一緒に実践しなが
ら、正しい方法と知識を学び
ます 医師から運動制限を受
けていない市民（平成26年度
に開催した同教室の参加者
は除く） 30人（先着） タオ
ル、水分補給用飲料、運動しや
すい服装・靴※更衣室はあり
ません

保健センター（(656-0534）

とくしま植物園の各教室
とくしま植物園緑の相談所
市内在住・在勤・在学の人

▶つるかご教室

５月31日
㈰10：00～
12：00

つるを使
ったかごづ
く り 20
人（抽選）
1,000円
▶雑草いけばな教室

６月７日㈰10：00～12：00
七夕を野の花で 20人（抽

選） 800円
▶押し花ワークショップ

６月９日
㈫10：00
～12：00

押し花
を使った

ラブリーフレーム 10人（抽
選） 1,100円

はがきに〈教室名/住所/名
前/電話番号〉を書いて、５月
10日㈰（必着）までに、とくし
ま植物園緑の相談所（〒771-
4267　渋野町入道45-1　(
636-3131）へ★電子申請可

阿波おどり鳴り物教室

６月２日㈫～７月４日㈯の
毎週火・土曜日18：15～19：45

（全10回） 阿波おどり会館
阿波おどりの鳴り物〈三味

線・笛・鉦（かね）・大太鼓・
締太鼓〉とおどりの教室 ▶
三 味 線 ＝100人 ▶ 笛 ＝100
人▶鉦＝30人▶大太鼓＝30
人▶締太鼓＝30人▶おどり
＝100人※いずれも先着
3,000円

所定の用紙（阿波おどり会
館などで配布）に必要事項を
記入し、受講料を添えて、直接
徳島市観光協会（阿波おどり
会館３階　(622ｰ4010）へ

催　し

徳島城博物館寄席春席
｢落語で楽しむ江戸時代」

５月２日㈯14：00～15：30
徳島城博物館 落語家・林

家竹丸さん（写真）による落語
「桃太郎」「くっしゃみ講釈」
と四国大学准教授・須藤茂樹
さんの解説 80人（先着）
入館料（大人300円、高校・大
学生200円、中学生以下無料）
が必要

同館（(656-2525）

飯原一夫絵画展
５月14日㈭～24日㈰９：30

～17：00（ 入 館 は16：30ま
で） 徳島城博物館和室 画
家・飯原一夫さんによる電子
本「ぽんぽこ～阿波の狸の物
語～」の原画展。市立図書館
での電子本
制作を記念
し て、そ の
原画を一堂
に展示しま
す。こ の ほ
か、飯 原 さ
んが制作を
進めている
地蔵院東海
寺（北山町）の天井画の一部
も展示します。関連イベント
として、会期中の５月16日㈯
13：30～15：00、同館ラウ
ンジで、電子本の魅力やその
制作過程などを話し合うシン
ポジウム「電子本『ぽんぽこ』
をめぐる物語」を開催します

入館料（大人300円、高校・
大学生200円、中学生以下無
料）が必要

同館（(656ｰ2525）

おしらせ

春の全国交通安全運動が
５月11日から始まります
　５月11日㈪から20日㈬ま
での10日間、「春の全国交通
安全運動」を実施します。「子
どもと高齢者の交通事故防
止」を運動の基本とし、次の重
点取り組みが定められていま
す。
▶自転車の安全利用の推進

〈特に自転車安全利用五則（▷
自転車は車道が原則、歩道は
例外▷車道は左側を通行▷歩
道は歩行者優先で、車道寄り
を徐行▷安全ルールを守る▷
子どもはヘルメットを着用）
の周知徹底〉▶全ての座席の
シートベルトとチャイルド
シートの正しい着用の徹底▶
飲酒運転の根絶▶横断歩道の
交通事故防止（徳島県単独）
　また、５月20日㈬は「交通
事故ゼロを目指す日」です。
交通ルールを守って交通事故
ゼロを目指しましょう。

市民生活課（(621ｰ5130）

徳島市医療機関ガイド
マップを配布しています
　市民の皆さんが住んでいる
地域で「かかりつけ医」を探す
際に参考となるよう、市内の
医療機関情報をまとめた「徳
島市医療機関ガイドマップ」
を作成しました。このマップ
を市役所１階案内や各支所で
配布していますので、ご活用
ください。

徳島市医師会在宅医療支援
センター（(625ｰ3960）

市役所東側駐車場
を開放します
　徳島市を訪れる観光客のた
め、５月２日㈯～６日（振休）9：00
～19：00、市役所東側駐車場

（ＪＲ線路沿い）を無料で開放
します。

観光課（(621-5232）

スプレー缶やライターなど
危険物の出し方にご注意を
　危険物をごみに出す際には、
次のルールを守ってください。
◆スプレー缶・ガスボンベ缶
の出し方
▶中身（ガス）を必ず使い切る
▶屋外の風通しの良いところ
で穴を開ける▶ほかの燃やせ
ないごみとは区別し、別の透
明か半透明のポリ袋に入れて、
燃やせないごみの日に出す
◆ライターの出し方
▶中身（ガス）を必ず使い切
る。使い切れないライターは、
ガス抜きをしてください。ガ
ス抜きの方法と注意事項は、
市HPをご覧ください▶燃や
せないごみの日に出す

市民環境政策課（(621－
5202）

休日に市税・国保料・後期
保険料の納付窓口を開設
　市税（軽自動車税など）、国
民健康保険料、後期高齢者医
療保険料の納付や納付相談が
できる休日臨時窓口を開設し
ます。

５月10日㈰・24日㈰8：30
～12：00 市役所１階正面
玄関入口コーナー 納付書が
なくても納付できます。当日
は市役所東側駐車場（ＪＲ線
路沿い）が利用できます。

納税課（(621-5077・5078）、
保険年金課（(621-5165）

10日 ㈰・24日 ㈰8：30～
12：00 市役所１階 住
民異動届、住民票･戸籍謄抄
本の交付、印鑑登録など

さわやか窓口相談室（(
621-5039）

5月の休日窓口
（毎月第２・４日曜日）

　住宅リフォーム工事費の一部を補助する「徳島市住宅リフォーム支援
事業」の事前申し込みを５月15日㈮まで受け付けています。
［対象となる人］平成26年４月１日以前から引き続き市に住民登録して
いる人で、市税を滞納していない人
［対象となる住宅］市内に所有し、自ら居住している住宅
［補助対象となる工事］▶市内に本店を有する法人または市内に住所を有
する個人の施工業者が行う▶補助金の交付決定日（６月下旬を予定）以
降に着手し、平成28年２月29日までに完了かつ工事費用の支払いを終
える▶工事費用が30万円以上――などの要件を満たす工事※詳しい条
件は事前にお問い合わせください
［補助金額］補助対象工事費（税込み）の20％（上限20万円）
［申し込み方法］事前申込書（市役所４階住宅課や各支所で配布。市ホー
ムページからダウンロード可）に必要事項を記入し、５月15日㈮までに、
直接住宅課へ（郵送不可）。※申し込み多数の場合は抽選。これまでに
補助金を受けた人や住宅も対象になります。
［問い合わせ先］住宅課（(621－5288）

住宅リフォーム補助の事前申し込みを受け付け

　徳島市を訪れる観光客に対して心温かいおもて
なしのできる「とくしま観光ガイドボランティア」
養成講座受講生（８期生）を募集します。
［とき］▶講座＝７月～平成28年２月（毎月２回
程度・土曜日実施予定）▶実習＝開講中随時
［ところ］阿波おどり会館など
［対象］20～69歳（平成27年４月１日現在）で、講座修了後にとくしま観光
ガイドボランティアとして市内で活動する意欲と体力のある人　
［定員］30人程度（選考）
［受講料］無料（ただし、保険料・資料代として2,500円が必要）
［申し込み方法］所定の申込書（阿波おどり会館や市役所３階観光課などで配
布）に必要事項を記入し、６月25日㈭（必着）までに、直接または郵送、
ファクスなどでとくしま観光ボランティア会（〒770－0904　新町橋２－20 
阿波おどり会館１階　( 655－1910）、または観光課（〒770－8571
幸町２－５　 621－5457　(621－5232）へ。

とくしま観光ガイドボランティア養成講座の
受講生を募集

祝日のごみ収集
　５月４日㈪・５日㈫・６
日㈬は平常どおり収集しま
す。
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し
い
」「
楽
な
気
持
ち
で

の
び
の
び

と
子
ど
も

を
育
て
て

も
ら
い
た

い
」
と
い

う
意
味
が

込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、

「
ラ
グ
ー
ー
ー
ン
」
に
は
珊
瑚
礁
に

よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
海
の
楽
園

「
ラ
グ
ー
ン
」
の
意
味
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
外
海
の
強
い
流
れ
か
ら
守

ら
れ
て
い
る
ラ
グ
ー
ン
は
、
餌
が
豊

富
で
い
ろ
い
ろ
な
海
の
生
き
物
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ラ
グ
ー
ン
の

よ
う
に
、
地
域
に
見
守
ら
れ
、
子
ど

も
た
ち
が
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
も
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
子
育
て
中
の
人
な
ど
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

市
立
図
書
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
素
晴
ら
し
い
本
と
の
出
会
い
や
豊

か
な
心
の
成
長
を
も
た
ら
す
た
め
、

地
域
の
公
民
館
・
保
育
園
・
幼
稚

園
・
学
校
な
ど
へ
出
張
お
話
会
「
図

書
館
お
で

か
け
隊
」

を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

希
望
さ

れ
る
人
は
、

お
気
軽
に

図
書
館
ま

で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

図
書
館
の
こ
ど
も
室
で
は
、
毎

日
２
回
（
10
時
30
分
～
と
14
時
～
）、

お
は
な
し
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

お
は
な
し
会
で
は
、「
読
書
の
ア
ニ

マ
シ
オ
ン
」
と
い
う
手
法
を
使
っ
て

い
ま
す
。

　

毎
月
第
１
・
第
３
月
曜
日
10
時
30

分
～
11
時
に
は
、「
読
書
の
ア
ニ
マ

シ
オ
ン
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
１

冊
の
本
を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽

し
む
た
め

に
、
多
様

な
展
開
を

行
っ
て
い

ま
す
。

　

ア
ニ
マ

シ
オ
ン
と

は
、
本
を

通
し
て
子

ど
も
た
ち
の
感
性
を
引
き
出
し
、
本

へ
の
興
味
関
心
を
深
め
、
読
書
へ
誘

う
活
動
で
す
。
例
え
ば
、
絵
本
に
登

場
す
る
動
物
の
カ
ー
ド
を
持
っ
て
参

加
し
た
り
、
声
を
出
し
た
り
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
本
に
関
わ

れ
る
よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　徳島市では、産業文化姉妹都市である北海道帯広市と子ども親
善交流を実施しています。
　冬の帯広市を訪問し、ス
ノーラフティング体験、白
鳥見学、スケート体験など
雪国・帯広の生活を体験し、
帯広市からは夏休み中に徳
島市を訪れてもらい、徳島
の子どもたちと阿波おどり
を踊ったり、海水浴に行っ
たりと、徳島の夏を体験し
てもらいます。
　参加される子どもの家庭には、７月に帯広から来る子どもの
ホームステイ（７月29日・30日）をお願いします。
　なお、この事業は昭和53年から実施しており、今回で37回目
となります。
　実施概要は次のとおりです。
［とき］▶受け入れ＝７月28日㈫～ 31日㈮▶訪問＝12月25日㈮
～ 28日㈪
［対象］市内の小学４～６年生
［定員］７人程度（抽選）
［費用］▶ 受 け 入 れ ＝ 約5,000円（ 集 団 宿 泊 費 ） ▶ 訪 問 ＝ 約
70,000円（旅費・保険代）※悪天候などにより、中止・変更になっ
た場合、一部負担いただくことがあります。
［申し込み方法］所定の申込書（市役所３階観光課などで配布）に
必要事項を記入し、５月29日㈮までに、直接観光課へ
［問い合わせ先］観光課（(621－5232）

帯広市子ども親善交流の参加者を募集

　「手をとりあって歩む子に！」「どの子にもみん
なの力でしあわせを！」をテーマに「子どもまつ
り」を開催します。多数ご参加ください。
［とき］５月５日㈷10：00～15：00
［ところ］徳島中央公園（雨天時は中央公民館）
［内容］▷各種ステージショー▷スタンプラリー▷しゃぼん玉▷竹馬づくり▷お茶
体験▷おもちゃづくり▷クラフトづくり▷わたがし▷パットライス――など
［問い合わせ先］社会教育課（(621－5417）

■～雅の遊び～投扇興王座決定戦～
［とき］５月３日㈷13：00～　［対象］小学生以上　［定員］80人（先着）
［申し込み方法］当日12：15から受け付け

■百人一首競技かるた徳島県王座決定戦（個人戦）＝写真
［とき］５月４日㈷10：00～　［対象］小学生以上 
［定員］32人（先着）　
［申し込み方法］当日9：30から受け付け
■お殿様・お姫様に大変身
［とき］５月５日㈷13：00 ～　［対象］小学生以上

［定員］男女各40人計80人（先着）　［申し込み方法］当日12：15から受け付け
※参加無料ですが、入館料（大人300円、高校・大学生200円、中学生以下無料）
が必要です
［問い合わせ先］徳島城博物館（(656－2525）

【５月２日㈯】▷13：00～＝「Shiwa Shuwat」コンサート▷13：00～14：00
＝親子で遊ぼうディスコンゲーム

【５月３日㈷】▷11：00～・14：00～＝人形劇団「とんからりん」公演▷13：00
～15：00＝押し花教室▷13：30～＝ビッグしゃぼん玉で遊ぼう

【５月４日㈷】▷10：00～10：30＝もしもし教室▷11：00～＝「アミンダ」オ
カリナコンサート公演

【５月５日㈷】▷13：00～＝絵本の読み聞かせ▷13：00～15：00＝押し花教室
【５月６日（振休）】▷10：30～・14：00～＝「保育士ヒーロー　ブレイク」ショー
▷11：00～11：30・12：30～13：00＝おしゃべりくまさん紙芝居公演
※５月10日まで園内動物園センターで押し花展を開催しています
［入園料］大人510円、中学生以下無料
［問い合わせ先］とくしま動物園（(636 ｰ 3215）

［とき］５月３日㈷～６日（振休）各日9：00 ～ 15：30
［ところ］徳島ガラススタジオ（勝占町中須）
［内容］お手軽吹きガラス体験とサンドブラスト体験など
［対象］吹きガラス体験＝小学４年生以上（小学生の参加は保
護者同伴）
［参加費］▷吹きガラス体験＝2,500円▷サンドブラスト体験
＝1,100 ～ 1,400円※申し込み不要
［問い合わせ先］徳島ガラススタジオ（(669－1195）

徳島市子どもまつり

徳島城博物館
ゴールデンウイークこども体験学習

徳島ガラススタジオゴールデンウイークガラス工芸体験

とくしま動物園ゴールデンウイークイベント

５
月
12
日
ま
で
は「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」で
す

子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
本
を
！

［
問
い
合
わ
せ
先
］市
立
図
書
館

(
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４
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４
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ゴールデンウイーク期間中のゴールデンウイーク期間中のイ ベ ン ト
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